
                 

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な

ど

絵
も
描
き 

 

県
立
足
柄
高
校
（
山
本
文
美
校
長
、
同
市
怒
田
）の
美
術
部
（柳

川
結
香
部
長
）
の
生
徒
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
基
に
作
ら
れ
た
観
光
案
内

看
板
（
１
・
８
㍍
四
方
）
が
７
日
、
同
市
矢
倉
沢
の
夕
日
の
滝
近
く
の

広
場
に
設
置
さ
れ
た
。 

除
幕
式
に
は
部
員
や
市
観
光
協
会
の
鈴
木
陽
一
会
長
、
加
藤
修
平

市
長
、
山
本
校
長
ら
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
っ
た
。 

                       

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
鈴
木
会

長
は
「夕
日
の
滝
は
、
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
安
心
し
て
、

豊
か
な
自
然
を
楽
し
め
る
よ
う
、
看
板

に
は
20
年
、
30
年
と
観
光
客
の
役
に
立

っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。 

続
け
て
加
藤
市
長
は
「互
い(

行
政
と

学
校)

の
力
が
結
集
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
事
業
の
充
実
、
発
展
が
大
切
」
と
、

山
本
校
長
は 

『地
域
に
貢
献
す
る
役
割

を
果
た
せ
て
よ
か
っ
た
』と
話
し
た
。
式
で

は
、
鈴
木
会
長
が
同
部
に
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
っ
た
。 

広
場
に
は
も
と
も
と
観
光
案
内
看
板

が
あ
っ
た
が
、
設
置
か
ら
長
い
年
月
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
。 

今
年
６
月
、
当
時
の
府
川
治
三
教
育

長
が
「広
い
世
代
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
若
い
感
性
を
取
り
入
れ
た
い
」と
思

い
立
ち
、
同
校
美
術
部
ヘ
デ
ザ
イ
ン
図
画

の
制
作
を
依
頼
し
た
。 

部
員
ら
は
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し

て
制
作
。
石
田
万
知
さ
ん
（２
年
）の
図
案

を
基
に
、
ほ
か
の
部
員
ら
の
ア
イ
デ
ア
を

盛
り
込
ん
で
い
っ
た
。 

看
板
に
は
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
、
夕
日
の

滝
を
中
心
に
、
大
雄
山
最
乗
寺
や
県
立

21
世
紀
の
森
、
芭
蕉
句
碑
な
ど
を
掲
載
。

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

天
狗
や
動
物
な
ど
、
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

設
置
個
所
か
ら
足
柄
峠
や
金
時
山
な

ど
、
箱
根
外
輪
山
を
め
ぐ
る
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
へ
の
所
要
時
間
も
記
載
し
、
実
用
性

も
高
い
。
完
成
し
た
看
板
を
見
て
石
田
さ

ん
は
、
「
ア
イ
デ
ア
が
そ
の
ま
ま
形
に
な
り
、

う
れ
し
い
」と
感
想
を
話
し
た
。 

観
光
客
か
ら
は
「一
つ
ひ
と
つ
の
イ
ラ
ス

ト
が
て
い
ね
い
に
描
か
れ
、
見
て
い
て
楽
し

く
な
り
ま
す
」と
の
声
が
あ
り
、
早
く
大

好
評
の
よ
う
。 

 

                 

夕
日
の
滝
周
辺
の
観
心
地
が
、
か
わ
い

い
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る 

観光案内看板の前で記念撮影に納まる出席者ら 

県立足柄高 制作協力の観光看板 
 
南足柄 夕日の滝広場でお披露目 
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■ ２０１３年（平成２５年）１２月８日（日）掲載 
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